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DuMA ニュースレター                                  2020年４月２０日 

小笠原で深発地震 

 小笠原諸島近傍で深発地震（マグニチュード６．９, 深さ 490km）が発生し、“異常震域”と呼ばれる現

象が発生しました。異常震域については最近では 2019年 8月 5日や 2019年 4月 8日のニュースレタ

ーでも解説しています。基本的には日本列島周辺のプレート配置が関係しており、日本列島の下に沈

み込んでいる太平洋プレートが硬くかつ冷たいため（＝年齢が古いため）、プレート内部で地震波の減

衰が小さい事により、地震波が選択的に太平洋プレートの中を伝わってくるためです。そのため、沈み

込む太平洋プレートに近い東北地方がより大きく揺れるという現象です。 

 

 

 

東北地方海域の地下天気図® 

 ３月９日のニュースレターに引き続き東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュード７

クラスの地震に特化した解析です。 

 関東地方北部の地震活動静穏化は解消した状態が続いており、先週４月１３日の首都圏に特化した

解析の結果とも整合的です。関東地方は地震発生の準備状況が整っていると推察されます。 

 また東北地方では、岩手県を中心とした地震活動静穏化領域が出現している事がわかりました。さら

に襟裳岬近傍における静穏化は３月の時点より進行している事もわかりました。 

 次のページにお示しするのは、３月５日時点（前回のニュースレターに掲載済）と最新の４月１７日時点

の M タイプ地下天気図です。 

 さらに図中で■で示した地点（襟裳岬近傍）の RTM時系列変化グラフを更新しました。グラフが下へ

伸びており、現在静穏化が進行中である事がわかります。 

 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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上側の右図中の■地点における RTM 時間変化のグラフ 

静穏化が現在進行中である事を示している。 
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